
赤城乳業株式会社マーケティング部による

「ガリガリ君物語」

保護者と教師の会

講演会

日時

2017年 9月 20日(水)
14時40分～15時55分

場所
ふたば未来学園高校

体育館
※受付は体育館後方にございますので、受付簿へのご記入をお願いいたします。

お車でお越しの際は、校舎南側の
入り口より進入し、グラウンドに駐車してく
ださい。

赤城乳業㈱のヒット商品「ガリガリ君リッチコンポタージュ味」を通

して、マーケティング活動の重要性と商品開発の取り組みを紹

介、復興から活性化へと向けた活動を応援いたします。

問合せ先：ふたば未来学園高校 総務部
TEL 0240-23-6825

当日見学できる
イベント

未来創造探究
生徒研究発表会
日時 11:40～14:10

場所 本校体育館

内容 本校一期生がこれまで

探究してきた取組みの

発表と政策提言を

行います。

発表班

・原子力防災

・ﾒﾃﾞｨｱｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

・再生可能エネルギー

・アグリビジネス

・スポーツと健康

・健康と福祉
※詳細は裏面をご覧ください。

ふたばｺﾗﾎﾞ･ｽｸｰﾙ
プレオープン前見学会
日時 15:55～16:15
場所 NPOｶﾀﾘﾊﾞ・プレハブ

内容 放課後学習＆フリー

スペースが、新しい建

物に移動して再スター

トします。大学生や

NPOスタッフが常駐する、

放課後の学びの場の

見学会を行います。

講演会終了後に、

NPOｶﾀﾘﾊﾞ職員が

会場へ誘導します。

講演内容

福島県立ふたば未来学園高等学校からのご案内
講演会・発表会などは申込不要・参加無料です。当日の受付は、体育館にて 1 1時より随時行っています。



平成29年度 「未来創造探究生徒研究発表会」 全体会

探究班 発表時間 探究テーマと、具体的な各班の取り組み

原子力防災
探究班

11:45
｜

12:05

原子力災害によって失われた地域コミュニティの再構築について研究
する。
再生可能エネルギーを使ったコミュニティ再生／レジリエントな街づ
くり／リトルフリーライブラリー／演劇教育を通したより良い人同士
のつながり／動物とともに過ごせる街づくり／高齢者が活躍できるコ
ミュニティ／祭りを通した防災強化／多様性を認められる社会づくり
／伝統を残せるコミュニティ

メディア
コミュニケーション

探究班

12:10
｜

12:30

海外を含めた、異文化の方々に向けた情報発信やコミュニケーション
の有効な方策を研究する。
Twitterを用いた情報の分析と発信／
動画の発信による双葉郡のイメージ改善

再生可能エネルギー
探究班

12:35
｜

12:55

福島の現状を踏まえた、望ましい人間社会と、地球環境やエネルギー
の関係性について研究する。
パッシブハウス／藻発電／
海水発電／振動発電

アグリビジネス
探究班

13:10
｜

13:30

福島の復興につなげる、今後の農業とビジネスを研究する。
リサーチ・コミュニケーション（双葉町・浪江町・大熊町）／
フード・ビジネス（川内村・葛尾村・富岡町）／
アグリ（広野町・楢葉町）

スポーツと健康
探究班

13:35
｜

13:55

福島の地域を、スポーツを通じて豊かにする方策を研究する。
スポーツで築く街の未来！Development through Sport／
福島県を発電アリーナで豊かに！

健康と福祉
探究班

14:00
｜

14:20

福島の地域において、少子高齢化が加速する中での健康長寿の実現の
方策を研究する。
広野町に活かせる少子化対策／子どもとみかんの丘／
今の児童福祉に必要なこと、そして、これからの児童福祉／
高齢者の健康～健康寿命の延びにつながる運動～／高齢者と介護士

１．本日の流れ

１１：４０ ～ 未来創造探究 生徒研究発表会 全体会
１４：４０ ～ 保護者と教師の会 講演会 「ガリガリ君物語」
１５：５５ ～ ふたばコラボ・スクール プレオープン前見学会

２．「未来創造探究生徒研究発表会」について

「未来創造探究」とは、ふたば未来学園のカリキュラム全体の核となる授業です。生徒たち自身が福島・
双葉郡の復興を後押しし、持続可能な地域を創造していくことを目指して、２年生～３年生までの２年間
にわたって地域で様々なプロジェクトを実践しています。
本日は、３年生がこれまでの探究の成果や、未来や社会に向けた提言を発表し、講評者の方々からフィー
ドバックを頂きます。

（未来創造探究の目標）
１．福島県及び企業・関係団体、大学・国際機関と連携し、グローバルな課題である「原子力災害からの

復興」をテーマの中心に据え、その原因、背景、過程について探究しつつ、地域再生の実践を行う。
２．国内外での研究成果発表や提言を行う（復興庁、環境省、自治体等）

（本日の講評者）
平山勉 様 双葉郡未来会議代表
田中徹 様 復興庁参事官（原子力災害復興班）
鈴木寛 様 文部科学大臣補佐官、東京大学・慶應義塾大学教授

３．各探究班の取り組み


